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ており，千葉支所でも同圃場の水田畦畔におけるナガエツル
ノゲイトウ防除を，水田畦畔試験（C 区分）として担当・実
施している。

おわりに

植調研究所千葉支所では植調研究所との連携・協力により
現場で起こる様々な雑草問題，課題に取り組んでいる。

今後も現場や委託メーカーから寄せられる様々な要望に柔
軟に対応できるよう試験体制を整え，植調研究所に加え各研
究センターや試験地とも連携を密にして，新たな技術開発や
問題解決に貢献していきたい。

引用文献
【web サイト】
・ 山武市公式ホームページ _ 山武市教育委員会 _ 文化財・歴史 _ 不動

院長勝寺本堂（浪切不動院）：https://www.city.sammu.lg.jp/page/
page001487.html

・ ちば観光ナビ _ スポット・体験 _ 浪切不動院（成東山不動院長勝寺）：
https://maruchiba.jp/spot/detail_10247.html

・ 山武市公式ホームページ _ 山武市教育委員会 _ 文化財・歴史 _ 伊藤佐千
夫について：https://www.city.sammu.lg.jp/page/page001450.html

・ 山武市成東観光苺組合 _7 つの理由：https://sanmu15.com/7points.html
・ 千葉県ホームページ _ しごと・産業・観光 _ 農林水産業 _ 農林水産政

策 _ ちばの農林水産業 _ 千葉県農林水産業の動向（令和 6 年度版）：
https://www.pref.chiba.lg.jp/nousui/toukeidata/nourin/index.html

食料自給力指標の関連指標

表 -1　令和５年度食料自給力指標の関連指標

農林水産省が公表した 2023 年度の食料自給率（カロリーベー
ス）は，45％という目標を掲げながら 3 年連続で 38％と横ば
いになっている。一方，生産額ベースの自給率は前年度の 58％
から 3 ポイント上昇し 61％となっている。

併せて，食料自給力指標も公表している。食料自給力とは，
「我が国農林水産業が有する食料の潜在生産能力」を表すもので，
指標は農産物では農地・農業用水等の農業資源に，農業技術と
農業就業者，水産物では潜在的生産量，漁業就業者といった構
成要素を基に，栄養バランスを考慮しつつ，①米・小麦を中心
に熱量効率を最大化して作付け，②いも類を中心に熱量効率を
最大化して作付けの 2 パターンで試算している。

その結果，23 年度の食料自給力指標は，米・小麦中心の
作付けでは 1752kcal/ 人・日，また，いも類中心の作付けで
は 2362kcal/ 人・日となり，前者は推定エネルギー必要量

（2,167kcal/ 人・日）を下回り，後者は上回っている。ただし，
生産転換に要する期間は考慮しないとか， 肥料，農薬，化石燃料，
種子，農業用水，農業機械等の生産要素が国内の生産に十分な
量が確保され，農業水利施設等が適切に保全管理・整備されて
いることが前提となっており，あくまでも試算の指標である。

その食料自給力指標の試算に用いられる関連指標を表 -1 に示
した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（K. O）

　統計データから

429.7万ha
うち汎⽤⽥⾯積 111万ha※

うち畑地かんがい整備済み⾯積 50万ha※

9.0万ha※

91%※

60%
141万⼈

うち49歳以下 25万⼈
29.6億時間

収 量 労働時間 収 量 労働時間
⽶（⽶粉⽤⽶・飼料⽤⽶を除く） 533kg/10ａ 22時間/10a※ てん菜 6,650kg/10ａ 11時間/10a※

⼩ ⻨  472kg/10ａ 3.3時間/10a さとうきび  5,200kg/10ａ 33時間/10a※

⼤ ⾖  169kg/10ａ 5.6時間/10a※ ⽣ 乳 8,809㎏/頭 123時間/頭※

かんしょ  2,240kg/10ａ 86時間/10a※ ⽜ ⾁ 456kg/頭 44時間/頭※

ばれいしょ  3,200kg/10ａ※ 11時間/10a※ 豚 ⾁ 79kg/頭 3.1時間/頭※

野 菜 2,958kg/10ａ※ 163時間/10a※ 鶏 卵 1.9kg/⽻ 0.02時間/⽻※

果 実  1,220kg/10ａ 267時間/10a※ 鶏 卵 19kg/⽻ 0.2時間/⽻※

牧 草 3,400kg/10ａ 1.2時間/10a※

⿂介類 342万トン
海藻類  7.1万トン

表-1 令和５年度⾷料⾃給⼒指標の関連指標

主
要
品
⽬

⽔産物 漁業就業者数 12万⼈※

注）※    平成４年度の数値
  ※※ 農業就業者数（基幹的農業従事者＋雇⽤者（常雇い）＋役員等（年間150⽇以上農業に従事）

農産物

農業技術

⿂介類・海藻類の
⽣産量

再⽣利⽤可能な荒廃農地⾯積
耕 地 利 ⽤ 率
担い⼿への農地集積率

農地・農業⽤ ⽔等
の農業資源

農業就業者

農 地 ⾯ 積

農業就業者数※※

延べ労働時間（試算値）
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■協会だより
■■試験成績検討会
●2024年度水稲関係除草剤適2試験地域別試験成績検討会
（Web会議）
　【北海道地域】
　日時：2024年10月		23	日	（水）	 9:30～17:00　
　　　　　　　		 	24	日	（木）	 9:30～12:00		
　【東北地域】
　日時：2024年10月		30	日	（水）	 9:30～17:00　
　　　　　　			 	31	日	（木）	 9:30～17:00		
　【関東･東海地域】
　日時：2024年11月		6	日	（水）	 9:30～17:00		
　　　　　　　　　	 	7	日	（木）		 9:30～17:00　
　【北陸地域】
　日時：2024年11月		11	日	（月）	 9:30～17:00　
　　　　　　　　　	 	12	日	（火）	 9:30～17:00		
　【近畿･中国･四国地域】
　日時：2024年11月		14	日	（木）	 9:30～17:00　
　　　　　　　　　	 	15	日	（金）	 9:30～17:00		
　【九州地域】
　日時：2024年11月		20	日	（水）	 9:30～17:00　
　　　　　　　　			 	21	日	（木）	 9:30～17:00		
　
●2024年度技術確認圃地域別報告会（Web会議）
　【東北地域】
　日時：2024年11月		6	日	（水）	 9:30～17:00
　【北陸地域】
　日時：2024年11月		8	日	（金）	 9:30～17:00
　【近畿･中国･四国地域】
　日時：2024年11月		11	日	（月）	 9:30～17:00
　【関東･東海地域】
　日時：2024年11月		13	日	（水）	 9:30～17:00
　【九州地域】
　日時：2024年11月		15	日	（金）	 9:30～17:00

　技術確認圃地域別報告会は，同じ地域の水稲関係除草剤
適2試験地域別試験成績検討会とは別日での開催となります
ので，ご注意下さい。

●2024年度春夏作芝関係除草剤・生育調節剤試験成績検討
会（Web会議）
　日時：2024年11月	27	日	（水）　　	13:00～17:00	

■研究会等
●日本農学会2024年度シンポジウム「国際貢献する日本の農学」
　日時：2024年10月	5日（土）10：00～
　場所：東京大学弥生講堂（東京都文京区弥生1丁目1−１）
　　　　（対面・オンライン配信のハイブリッド開催）
　プログラム：
　		「イネの分子育種を用いた食料問題緩和へのチャレンジ」
　　　芦苅	基行（名古屋大学生物機能開発利用研究センター）
　「サブサハラアフリカの食料危機に立ち向かう作物科学」　
　　　辻本	泰弘（国際農林水産業研究センター）　
　「脱炭素世界での糖獲得戦略　－世界と協調して糖を利用
　　していくためには－」　五十嵐	圭日子（東京大学大学院
　　農学生命科学研究科）　
　「モンゴル遊牧民伝承に基づく家畜の健康維持と荒廃草原
　　の回復」　浅見	忠男（東京大学大学院農学生命科学研究科）　
	　「エビ類養殖業の現状と研究と技術開発を通じた国際貢献
　　　のあり方」　マーシー・ワイルダー（国際農林水産業
　　　研究センター）　　
　「農地における温室効果ガスの発生量推定と発生削減技術」
　　　秋山	博子（農研機構農業環境研究部門）　
　「環境変動対策を支える森林研究　～長期的な観測から
　　見えてきたこと～」　佐藤	保（森林総合研究所）　
　「国際農林水産業研究センター（JIRCAS）の国際共同研究」
　　　小山	修（国際農林水産業研究センター）　
　「総合討論」　司会　日本農学会副会長　小﨑	隆
　参加申込み：	会場参加，オンライン参加ともに事前登録

をお願いします。（https : / / fo rms .g le /
zAGzZeCcrmCmwR4M7）※会場参加は事
前登録なしでも参加可能

　講演要旨：冊子は別売（500円/1部-要事務局連絡）

●第43回農薬製剤・施用法シンポジウム

　主催：日本農薬学会，農薬製剤・施用法研究会

　協賛：農業食料工学会，日本雑草学会，粉体工学会，

　　　　日本化学会，高分子学会，色材協会，日本油化学会

　日時：2024年10月	10日（木）13:00～17:30，

	 11日（金）10:00～15:30

　場所：つくば国際会議場（茨城県つくば市竹園2-20-3）

　プログラム（予定）：

　10月10日（木）　特別講演（3件），ポスターセッション，

　　　　　　　　　　		情報交換会

　10月11日（金）　特別講演（2件），技術研究発表

広　 　　　場
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【特別講演】

「果樹病虫害防除におけるドローンの活用に関する技術開発」
　　塩谷	浩（農研機構果樹茶業研究部門）
「台湾における無人航空機による農薬散布の現状と将来展望」
　　楊	尚唯(Yang,	Shang-wei)（台湾農業部農業藥物試驗
　　所資材研發組）
「日本国内における難防除外来雑草の発生実態と対策」
　　小荒井	晃（農研機構植物防疫研究部門）
「農薬の連続合成と連続微粒子化技術の創出による高機能化」　
　　小林	修（東京大学大学院理学系研究科）
「乳化の“適剤適処”～界面活性剤が無くなったら，どうする？～」
　　酒井	俊郎（信州大学大学院総合理工学研究科）
　参加申込み：	シンポジウムページ(https://seizaiseyouhou43.

peatix.com/)から，参加登録事前準備，参加
登録方法をご一読の上，参加登録・参加費
のお支払いをお済ませください【10月11日
（金）まで】

　参加費：14,000円（税込）

●2024年度日本芝草学会	現地見学会(＠仙台市)
　日時：2024年10月16日（水）10:00～17:00(予定)　	
　訪問先：仙台市内芝生地5ケ所他（スケジュール参照①～⑤）
　参加人員	・対象者：40名（バス1台での運行）。正会

員・学生会員・名誉会員を優先。会員外も歓
迎。※賛助会員会社所属で，個人正会員でない
場合は，非会員となります。

　参加費：	正会員・名誉会員3,000円・正会員でない方は
10,000円・学生会員2,000円・学生会員でない
方は5,000円

　スケジュール：
　10:00　	ユアテックスタジアム仙台1階正門玄関前（仙台

市地下鉄南北線	泉中央駅徒歩5分）　受付・現地
解説（～10：20）

　10:20	 ①ユアテックスタジアム仙台（～10：50）
　11:00	 ②七北田公園（～11：45）
　12:00	 昼食（スタジアム内会議室）　（～13:00）
　13:30	 ③泉総合運動場	泉サッカー場（～14：:00）
　14:30	 ④アイリストレーニングフィールド（紫山サッカー場）	
	 （～15:00）
　15:30　⑤泉パークタウンゴルフ倶楽部（～16:30）

　17:00　泉中央駅着（予定）

　参加申込み：	全てメールでの受付。①参加者氏名・②正会

員・非会員の区分・③領収書名称・④緊急

連絡先（当日朝集合時に連絡の取れる電話番

号）を明記の上，メールタイトルを「10/16

現地見学会申込」とし，tonogi1234@jcom.

home.ne.jp	外木（とのぎ）までメール送付。

詳細問合せは	外木：090-5012-1000まで。

●植物化学調節学会第59回大会

　日時：2024年10月31日(木)～11月2日(土)

　　10月31日～11月2日　口頭発表

　　11月１日(金)午後　授賞式，受賞講演，シンポジウム，

　　懇親会

　　11月２日(土)午後　ポスター発表，表彰式

　場所：	静岡市清水文化会館（マリナート）（静岡市清水区

	島崎町214）　小ホール，ギャラリーなど

　　　			静岡市東部勤労者福祉センター（清水テルサ）

　　　（静岡市清水区島崎町223）　大会議室，小会議室1

　　　（講演・口頭発表は対面のみ，オンラインなし）

　参加申込み：	学会ウェブサイトから（https://www.jscrp.

jp/meeting/registration2024.html）

　参加費：正会員	8,000円，非会員	9,000円

　　　　　	懇親会は別途	8,000円，要旨集（冊子版）の予

約は別途	1,000円（要旨集のPDF版は，参加申

込者及び植化調会員は無料で入手可能の予定）

●第41回農薬環境科学，第47回農薬残留分析　合同研究会

　テーマ：	農業生産現場を中心とした農薬環境科学～作物，

後作物，土壌，水中など各種分析対象試料中での

農薬残留について考える～

　主催：	日本農薬学会，農薬残留分析研究会，農薬環境

科学研究会

　日時：2024年11月11日（月）～12日（火）

　場所：	徳島グランヴィリオホテル（徳島県徳島市万代町

3丁目5−１）

　参加費（事前登録料金）：会員	5,000円（当日7,000円），

　　非会員	8,000円（当日10,000円）

　情報交換会：7,000円

　エクスカーション（先着45名）：4,000円

　参加申込み：	参加申込書に必要事項を入力のうえ，当該

申込書に記載されている受付担当アドレス

宛にメールにてお申込みください。

【事前参加申込み期限は9月末日，参加費の振込み期限は

10月20日】
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■除草カタログ（試行版）公開のご案内除草カタログ（試⾏版）公開のご案内

植調協会はWebサイト除草カタログの試⾏版を公開しました。
（https://joso‐catalog.japr.or.jp/ 上記の⼆次元コードからアクセスくだ
さい。）
除草カタログは、難防除雑草や外来雑草など様々な問題雑草ごと

に、有効とされた除草剤の処理時期・処理⽅法や各種技術と組み合わ
せた防除体系などの情報をまとめて発信するとともに、全国各地で取
り組まれた問題雑草防除の実践レポートを掲載して、ユーザーの皆様
に情報共有していただくWebサイトです。
問題雑草で困っている農家の⽅々や技術普及関係者の皆様に少しで

も早くご活⽤いただきたいと考え、現時点では掲載草種数等が少ない
状態ですが、試験運⽤を開始しました。
つきましては、本サイト改善のためのご意⾒やご要望を、サイト下

部にある「当サイトへのご要望」リンク（下記URL）からお寄せいた
だきますようお願いいたします。

ご要望受け付けURL https://forms.gle/nvkFNSNDR7WKqZZy7 

（植調協会技術部企画課 <kikaku@japr.or.jp>）

　植調協会はWebサイト除草カタログの試行版を公開しま
した。（https://joso-catalog.japr.or.jp/	 	上記の二次元コー

ドからアクセスください。）

　除草カタログは，難防除雑草や外来雑草など様々な問
題雑草ごとに有効な除草剤の処理時期・処理方法や各種技

術と組み合わせた防除体系などとともに，全国各地で取り

組まれた問題雑草防除の実践レポートが掲載されたWebサ

イトです。

　問題雑草で困っている農家や技術普及担当の方々に少しで

も早くご活用いただきたいと考え，現時点では掲載草種数等

が少ない状態ですが，試験運用を開始しました。

　つきましては，本サイト改善のためのご意見やご要望を，

サイト下部にある「当サイトへのご要望」リンク（下記

URL）からお寄せいただきますようお願いいたします。

　ご要望受け付けURL　

　https://forms.gle/nvkFNSNDR7WKqZZy7	

植調協会技術部企画課

　プログラム：

　11月11日（月）

　「農薬の再評価に係る食品健康影響評価について（仮題）」

　～試験データを私たちはどう判断するのか～

　　　浅野	哲（内閣府食品安全委員会）

　「残留性有機化合物の植物体への取り込みについて（仮題）」

　　　乾	秀之（神戸大学バイオシグナル総合研究センター）

　「水域の環境動植物における農薬の慢性毒性評価について

　（仮題）」　ご担当者（環境省農薬管理室）

　「土壌への農薬の吸着についてあらためて考える（仮題）」

　　　村野	宏達（名城大学農学部）

　特別講演	

　「なると金時栽培における土壌くん蒸剤の研究について

　（仮題）」　米本	謙悟（徳島県立農林水産総合技術

　　　支援センター）

　情報交換会・ポスター賞表彰式

　11月12日（火）

　	セミナー企画中　テーマ「英語で発表しよう！学会発表

＆論文投稿」　徳島合同研究会・実行委員

　「後作物残留に関する話題提供（仮題）」

　　　清家	伸康（農研機構農業環境研究部門）

　「農薬の後作物残留における新たな評価法について（仮題）」

　　　元木	裕（農林水産消費安全技術センター）

　エクスカーション：	OATアグリオ研究所，藍染め施設

見学等
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【特別講演】

「果樹病虫害防除におけるドローンの活用に関する技術開発」
　　塩谷	浩（農研機構果樹茶業研究部門）
「台湾における無人航空機による農薬散布の現状と将来展望」
　　楊	尚唯(Yang,	Shang-wei)（台湾農業部農業藥物試驗
　　所資材研發組）
「日本国内における難防除外来雑草の発生実態と対策」
　　小荒井	晃（農研機構植物防疫研究部門）
「農薬の連続合成と連続微粒子化技術の創出による高機能化」　
　　小林	修（東京大学大学院理学系研究科）
「乳化の“適剤適処”～界面活性剤が無くなったら，どうする？～」
　　酒井	俊郎（信州大学大学院総合理工学研究科）
　参加申込み：	シンポジウムページ(https://seizaiseyouhou43.

peatix.com/)から，参加登録事前準備，参加
登録方法をご一読の上，参加登録・参加費
のお支払いをお済ませください【10月11日
（金）まで】

　参加費：14,000円（税込）

●2024年度日本芝草学会	現地見学会(＠仙台市)
　日時：2024年10月16日（水）10:00～17:00(予定)　	
　訪問先：仙台市内芝生地5ケ所他（スケジュール参照①～⑤）
　参加人員	・対象者：40名（バス1台での運行）。正会

員・学生会員・名誉会員を優先。会員外も歓
迎。※賛助会員会社所属で，個人正会員でない
場合は，非会員となります。

　参加費：	正会員・名誉会員3,000円・正会員でない方は
10,000円・学生会員2,000円・学生会員でない
方は5,000円

　スケジュール：
　10:00　	ユアテックスタジアム仙台1階正門玄関前（仙台

市地下鉄南北線	泉中央駅徒歩5分）　受付・現地
解説（～10：20）

　10:20	 ①ユアテックスタジアム仙台（～10：50）
　11:00	 ②七北田公園（～11：45）
　12:00	 昼食（スタジアム内会議室）　（～13:00）
　13:30	 ③泉総合運動場	泉サッカー場（～14：:00）
　14:30	 ④アイリストレーニングフィールド（紫山サッカー場）	
	 （～15:00）
　15:30　⑤泉パークタウンゴルフ倶楽部（～16:30）

　17:00　泉中央駅着（予定）

　参加申込み：	全てメールでの受付。①参加者氏名・②正会

員・非会員の区分・③領収書名称・④緊急

連絡先（当日朝集合時に連絡の取れる電話番

号）を明記の上，メールタイトルを「10/16

現地見学会申込」とし，tonogi1234@jcom.

home.ne.jp	外木（とのぎ）までメール送付。

詳細問合せは	外木：090-5012-1000まで。

●植物化学調節学会第59回大会

　日時：2024年10月31日(木)～11月2日(土)

　　10月31日～11月2日　口頭発表

　　11月１日(金)午後　授賞式，受賞講演，シンポジウム，

　　懇親会

　　11月２日(土)午後　ポスター発表，表彰式

　場所：	静岡市清水文化会館（マリナート）（静岡市清水区

	島崎町214）　小ホール，ギャラリーなど

　　　			静岡市東部勤労者福祉センター（清水テルサ）

　　　（静岡市清水区島崎町223）　大会議室，小会議室1

　　　（講演・口頭発表は対面のみ，オンラインなし）

　参加申込み：	学会ウェブサイトから（https://www.jscrp.

jp/meeting/registration2024.html）

　参加費：正会員	8,000円，非会員	9,000円

　　　　　	懇親会は別途	8,000円，要旨集（冊子版）の予

約は別途	1,000円（要旨集のPDF版は，参加申

込者及び植化調会員は無料で入手可能の予定）

●第41回農薬環境科学，第47回農薬残留分析　合同研究会

　テーマ：	農業生産現場を中心とした農薬環境科学～作物，

後作物，土壌，水中など各種分析対象試料中での

農薬残留について考える～

　主催：	日本農薬学会，農薬残留分析研究会，農薬環境

科学研究会

　日時：2024年11月11日（月）～12日（火）

　場所：	徳島グランヴィリオホテル（徳島県徳島市万代町

3丁目5−１）

　参加費（事前登録料金）：会員	5,000円（当日7,000円），

　　非会員	8,000円（当日10,000円）

　情報交換会：7,000円

　エクスカーション（先着45名）：4,000円

　参加申込み：	参加申込書に必要事項を入力のうえ，当該

申込書に記載されている受付担当アドレス

宛にメールにてお申込みください。

【事前参加申込み期限は9月末日，参加費の振込み期限は

10月20日】
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■除草カタログ（試行版）公開のご案内除草カタログ（試⾏版）公開のご案内

植調協会はWebサイト除草カタログの試⾏版を公開しました。
（https://joso‐catalog.japr.or.jp/ 上記の⼆次元コードからアクセスくだ
さい。）
除草カタログは、難防除雑草や外来雑草など様々な問題雑草ごと

に、有効とされた除草剤の処理時期・処理⽅法や各種技術と組み合わ
せた防除体系などの情報をまとめて発信するとともに、全国各地で取
り組まれた問題雑草防除の実践レポートを掲載して、ユーザーの皆様
に情報共有していただくWebサイトです。
問題雑草で困っている農家の⽅々や技術普及関係者の皆様に少しで

も早くご活⽤いただきたいと考え、現時点では掲載草種数等が少ない
状態ですが、試験運⽤を開始しました。
つきましては、本サイト改善のためのご意⾒やご要望を、サイト下

部にある「当サイトへのご要望」リンク（下記URL）からお寄せいた
だきますようお願いいたします。

ご要望受け付けURL https://forms.gle/nvkFNSNDR7WKqZZy7 

（植調協会技術部企画課 <kikaku@japr.or.jp>）

　植調協会はWebサイト除草カタログの試行版を公開しま
した。（https://joso-catalog.japr.or.jp/	 	上記の二次元コー

ドからアクセスください。）

　除草カタログは，難防除雑草や外来雑草など様々な問
題雑草ごとに有効な除草剤の処理時期・処理方法や各種技

術と組み合わせた防除体系などとともに，全国各地で取り

組まれた問題雑草防除の実践レポートが掲載されたWebサ

イトです。

　問題雑草で困っている農家や技術普及担当の方々に少しで

も早くご活用いただきたいと考え，現時点では掲載草種数等

が少ない状態ですが，試験運用を開始しました。

　つきましては，本サイト改善のためのご意見やご要望を，

サイト下部にある「当サイトへのご要望」リンク（下記

URL）からお寄せいただきますようお願いいたします。

　ご要望受け付けURL　

　https://forms.gle/nvkFNSNDR7WKqZZy7	

植調協会技術部企画課

　プログラム：

　11月11日（月）

　「農薬の再評価に係る食品健康影響評価について（仮題）」

　～試験データを私たちはどう判断するのか～

　　　浅野	哲（内閣府食品安全委員会）

　「残留性有機化合物の植物体への取り込みについて（仮題）」

　　　乾	秀之（神戸大学バイオシグナル総合研究センター）

　「水域の環境動植物における農薬の慢性毒性評価について

　（仮題）」　ご担当者（環境省農薬管理室）

　「土壌への農薬の吸着についてあらためて考える（仮題）」

　　　村野	宏達（名城大学農学部）

　特別講演	

　「なると金時栽培における土壌くん蒸剤の研究について

　（仮題）」　米本	謙悟（徳島県立農林水産総合技術

　　　支援センター）

　情報交換会・ポスター賞表彰式

　11月12日（火）

　	セミナー企画中　テーマ「英語で発表しよう！学会発表

＆論文投稿」　徳島合同研究会・実行委員

　「後作物残留に関する話題提供（仮題）」

　　　清家	伸康（農研機構農業環境研究部門）

　「農薬の後作物残留における新たな評価法について（仮題）」

　　　元木	裕（農林水産消費安全技術センター）

　エクスカーション：	OATアグリオ研究所，藍染め施設

見学等


